
年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和６年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 Ⅰ部：① ② Ⅱ部：③ ④ Ⅲ部：⑤ ⑥

教科担当者： ④高岡主税・篠田幸男

使用教科書：（ ）

教科 の目標：コミュニケーション能力を身に付ける。自己の将来について考える。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

44

合計

78

後
期

・進路選択と履修計画
【知識及び技能】
学習内容に応じた表現能力を身に付け
る。
【思考力・判断力・表現力等】
状況に応じた行動がとれるようになる。
【学びに向かう力・人間性等】
コミュニケーション能力を身に付け、将
来の進路について主体的に取り組む。

・指導項目
　上級学校を知る大学調べ
　上級学校を知る専門学校調べ
　講演「職業体験けと経験談」
　講演「キャリア発見」
　西成高校の就職活動
　泉の就職活動
　講演「労働法規」
　求人票の見方、求人票の比較
　進路資料室
　講演保護司
　講演「金銭基礎教育」
　学習成果発表会の準備
　次年度入学生へのアドバイス

・教材
　教科書、授業プリント、一人１
台端末を適宜活用する。

【知識及び技能】
学習内容に応じた表現する力をみにつけられ
た。　　　　　　　【思考力・判断力・表現
力等】
学習内容に応じて、具体的に考え、状況に応
じた行動がとれるよう判断ができた。
【学びに向かう力・人間性等】
コミュニケーション能力を身に付け、自己の
将来の進路について主体的に取り組む姿勢が
見受けられた。

18

配当
時数

前
期

・オリエンテーション
・進路と自己実現
【知識及び技能】
学習内容に応じた表現能力を身に付け
る。
【思考力・判断力・表現力等】
状況に応じた行動がとれるようになる。
【学びに向かう力・人間性等】
コミュニケーション能力を身に付け、将
来の進路について主体的に取り組む

・指導項目
　学習のねらい・授業の進め方
「わたし」と「あなた」－〇〇さ
んを探せ
　すごろくトーク
　先輩からのメッセージ
　アサーション
　講演「誰でも楽しきショートプ
レゼンが出来るようになる」
　自分発見カルタ

・教材
　教科書、授業プリント、一人１
台端末を適宜活用する。

【知識及び技能】
学習内容に応じた表現する力をみにつけられ
た。　　　　　　　【思考力・判断力・表現
力等】
学習内容に応じて、具体的に考え、状況に応
じた行動がとれるよう判断ができた。
【学びに向かう力・人間性等】
コミュニケーション能力を身に付け、自己の
将来の進路について主体的に取り組む姿勢が
見受けられた。

〇 〇 〇 16

・産業社会と職業生活
【知識及び技能】
学習内容に応じた表現能力を身に付け
る。
【思考力・判断力・表現力等】
状況に応じた行動がとれるようになる。
【学びに向かう力・人間性等】
コミュニケーション能力を身に付け、将
来の進路について主体的に取り組む。

・指導項目
　講演「イラストレーターの仕
事」
　自分の好きなことについて語る
　コラージュ作り
　神田一橋中学校通信制過程
　さいころトーク
　講演「ネガポジ流自己分析未来
ワーク」
　講演「お金を貯める力を養う」
　産社教員の進路選択
　
・教材
　教科書、授業プリント、一人１
台端末を適宜活用する。

【知識及び技能】
学習内容に応じた表現する力をみにつけられ
た。　　　　　　　【思考力・判断力・表現
力等】
学習内容に応じて、具体的に考え、状況に応
じた行動がとれるよう判断ができた。
【学びに向かう力・人間性等】
コミュニケーション能力を身に付け、自己の
将来の進路について主体的に取り組む姿勢が
見受けられた。 〇 〇 〇

学習内容に応じた技能や、表現する能力を身に付け
ている。

学習内容に応じて、具体的に考え、状況に応じ
た行動をとれるよう判断できる。

コミュニケーション能力を身に付け、自己の将
来の進路について、主体的に取り組む姿勢があ
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

学習内容に応じて、具体的に考え、状況に応じた行動をとれるよう判断する。

コミュニケーション能力を身に付け、自己の将来の進路について、主体的に取り組む姿勢を身に付ける。

産業社会と人間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】 学習内容に応じた技能や、表現する能力を身に付ける。

①井上裕介・塚野智之 ②徳永みなみ・山岸稜③佐々木啓真・牛腸淳

⑤高岡主税・戸田寛之 ⑥渡邊智寛・城所真也

なし

総合

1

総合 産業社会と人間

総合 産業社会と人間 2



年間授業計画　新様式

東京都立世田谷泉 高等学校 　令和６年度  教科： 科目：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象年次・講座： 年次 Ⅰ部① ④　Ⅱ部② ⑤　Ⅲ部③⑥

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

39

後
期

1単位につき、半期にてクラスを入れ替えて行う講座のため、後期分は前期と同じ。

・体験活動
１．寛容な行動をとれるようになった。
２．言動、および行動の変容がある。
３．知識を実体験で補強し、さらによりよく
あるべき提案を行える。
４．実体験と生活が結びつき、深い学びにつ
ながっている。
５．主体的、協働的な活動を行った。
６．身の丈にあったボランティアを行えた。
７．他者とのつながり、体験活動が特別なも
のではないと理解し、変容の糧とできた。

〇 〇 〇 20

・自己評価
１．自己理解を深めた。
２．他己理解を深めるすべを得た。
３．自己と他者の関係を的確にとらえ、より
よい社会形成のための提言を行えるように
なった。
４．主体的協働的な視点で、人間と社会を理
解できるようになった。 〇 〇 〇 2

態
配当
時数

前
期

・働くことの意義
　働くことと社会貢献のつながりを理解
し、社会人としての立ち居振る舞いについ
て考察、実践する。

・役割と責任
　協働作業を通して成す力について考察、
実践する。

・チームを動かす力
　協働作業を通して、合理的かつ効率的に
チームが動き、かつ相乗効果を生み出すた
めの考察、実践ができるようになる。

・お金の意義
　稼ぐこと、蓄えること、使うこと、それ
ぞれの意義と扱い方を考察し、お金との付
き合い方を模索する。

・支え合う社会
　奉仕的活動と車いす修繕活動を通して、
地域社会や国際貢献とのつながりを暮らし
の中から模索、実践的に行動できるように
なる。

・人間と社会～これからの生き方～
　学んだことは、暮らしの中にどのように
生きるかを考察し、人間生活をよりよくす
るための方策を練る。また課題研究につな
がる命題への糸口を構築する。

・ディスカッション
「なぜ働くのか」
「責任とは」
「役割を果たすとは」
「リーダーに求められているもの
は」
「リーダーに求めているものは」
「チームをまとめるために必要な
ことは」
「暮らしにとってのお金とは」

・インスタントシニア（装具を身
に付けたシニア体験）
・車椅子試乗体験（車いす使用者
の目線を体験）
・空飛ぶ車いす活動
（近隣からの車いすの回収、修
繕、日本福祉弘済会を通じた海外
への送出）
・地域清掃

・振り返りのためのワークシート
・授業内報告書

・ディスカッション
１．自分の意思を何かしらの形で表現、伝え
ることができる。
２．他者の意見を尊重できる。
３．意見の食い違いを是正または妥協し、折
衝することができる。
４．場や進行などの調整役となれる。
５．多数決によらない決議、決定に至れる。
６．他者を知ろうとする姿勢、行動がある。
７．自身も胸襟を開いた姿勢、行動がある。

〇 〇 〇 17

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

人間と社会の関わりを理解し、その知識や技能をその
ままにせず、価値を理解した行動を行う。

実社会の問や課題に対して、根拠となる情報収
集を基に、合理的かつ建設的に新たな問を示
唆、または打開策の提示を行う。

主体的な行動から協働的な学びへつなぎ、互い
に磨き合う状態、または価値の創造を行うとと
もに、深い学びに向かう。

人間と社会（東京都教育委員会）

総合

【 知　識　及　び　技　能 】 課題に関わる概念を理解し、知識技能をもってそれを形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

生活と自己の関わりから問を見いだし、自身で課題を立て、その情報収集と整理分析、まとめをもって表現できるようにする。

主体的、協働的に取り組むとともに、新たな価値を創造し、よりよい社会の実現を望み、実現しようとする態度を養う。

人間と社会

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

⑦鈴木昌英 ⑧宗雪好秀

⑨菊池祐樹 ⑩関谷祥子 ⑪島田真衣 ⑫神谷朗 ⑬山本勝彦

①藤井祐介 ②竹生三雄 ③石谷伸一 ④榛葉昌高 ⑤關口旺人 ⑥菅沼寛

2～

総合 人間と社会
総合 人間と社会 1



科目 1～Ⅲ 部 年次 1

令和6年度 東京都立世田谷泉高等学校 　年間授業計画（HP）

教科 総合 生活実践 履修対象（部・年次）　 ２～４ 授業講座数 9 単位数

指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

使用教科書 なし 補助教材 なし。項目ごとに資料プリント作成・配布

科目指導目標

自らの生活自立に向け、生活を豊かにしていくことを目標に、日常生活や将来に必要な基本的なマナーや、暮らしの知恵を学ぶ。
学年全体を前期後期、さらに3グループに分けて、α・β・γと3種類の講座に分け、少人数で実践的な学習を行えるようにしている。
3講座を同時に開講し、様々な知識を身につけさせ、実際に活用できる力を養う。（1クラス3展開）

４月

第１週

0 0 0

0

第３週

α①
　ガイダンス、身だしなみ
TPOに合わせた身だしなみ

身だしなみについて考える。
ネクタイを結ぶ。

ワイシャツ、ネクタイ、衣服
用ブラシ、衣服用携帯ブラ
シ、ネクタイピン
「マイ・ライフ・デザイン」

0

0

第２週

0 0 0

0

0

0

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第４週

α➁
　言葉遣い・敬語の基本

日常会話を丁寧に話してみる。 「マイ・ライフ・デザイン」

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

５月

第１週

授業なし 0 0

0

第３週

α④
　振り返りテスト

確認テスト
言葉によるコミュニケーション

ワークシート

0

0

第２週

α③
手紙（１）　郵便の種類、手紙の書
き方、時候の挨拶、宛名の書き方

封筒・ハガキの枠に宛名を書く。 封筒、はがき

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第５週

β①
挨拶
お辞儀の仕方、立ち姿勢、歩き姿
勢、座り姿勢、自己紹介

お辞儀、立ち居振る舞い、正しい椅子の座り方、美
しい歩き方の練習、廊下ですれ違ったときに笑顔で
挨拶の練習等

「マイ・ライフ・デザイン」

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

2

関心・意欲・態度

確認テスト

第４週

α⑤
　手紙（２）
　手紙を書く

手紙・ハガキを書く。 ボールペン・サインペン

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価



指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

６月

第１週

授業なし 0 0

0

第３週

β③
訪問とおもてなし（洋室）（１）
訪問の基本・様々な席次・名刺の
取り扱い

室内へ入室するときを想定して練習
名刺交換の練習

応接室（ソファを使って上
座、下座の確認）、茶器、名
刺

0

0

第２週

β➁
　電話の応対
電話のかけ方・受け方、敬語を使っ
て丁寧に話す練習

自分の進路について考え、面接練習をする。 ワークシート

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第５週

授業なし 0 0

0

0

0

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第４週

β④
振り返りテスト

確認テスト
言葉によるコミュニケーション

テスト

2

関心・意欲・態度

確認テスト

0

0

第２週

β⑤
　訪問とおもてなし（洋室）（２）西洋
料理のいただき方

テーブルマナーについて学ぶ。バナナを使って正し
いナイフ・フォークの使い方を学習する。

洋食器各種、ナイフ、フォー
ク
バナナ 2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第１週

授業なし 0 0

0

夏
期
休
業

0 0 0

0

0

0

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

７月

第３週

γ①
　訪問とおもてなし（和室）（１）
和食のいただき方

座布団の座り方、座布団での挨拶の仕方、畳の歩
き方、ふすまの開け方、玄関の上がり方、挨拶の
仕方、和室に通された時の挨拶の仕方、お土産の
受け取り方

座布団

９月

第１週

γ➁
訪問とおもてなし（和室）（２）
お茶の淹れ方、いただき方

日本茶の種類、産地、保存方法、煎茶のおいしい
淹れ方、
煎茶とお菓子でのもてなし方、いただき方

煎茶、急須、湯のみ、茶た
く、黒文字、懐紙

2

第３週

γ④
　振り返りテスト

確認テスト
言葉によるコミュニケーション

テスト

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第２週

γ③
訪問とおもてなし（和室）（３）
和食のいただき方

和食の種類、いただき方、
箸使い、箸のつまみ方

DVD、箸、大豆、お椀

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第５週

授業なし 0 0

0

0

0

2

関心・意欲・態度

確認テスト

第４週

γ⑤
　冠婚葬祭のマナー（和室）④
結婚式のマナー

結婚式・披露宴での基本マナー、祝儀袋の書き
方、服装のマナー

祝儀袋、香典袋、筆ペン

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価



指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

１０
月

第１週

授業なし 0 0

0

第３週

α➁
　言葉遣い・敬語の基本

日常会話を丁寧に話してみる。 「マイ・ライフ・デザイン」

0

0

第２週

α①
　ガイダンス、身だしなみ
TPOに合わせた身だしなみ

身だしなみについて考える。
ネクタイを結ぶ。

ワイシャツ、ネクタイ、衣服
用ブラシ、衣服用携帯ブラ
シ、ネクタイピン
「マイ・ライフ・デザイン」

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第５週

α③
手紙（１）　郵便の種類、手紙の書
き方、時候の挨拶、宛名の書き方

封筒・ハガキの枠に宛名を書く。 封筒、はがき

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第４週

授業なし 0 0

0

0

0

１１
月

第１週

授業なし 0 0

0

第３週

α　手紙②
　手紙を書く

手紙・ハガキを書く。 ボールペン・サインペン

0

0

第２週

α④
　振り返りテスト

確認テスト
言葉によるコミュニケーション

テスト

2

関心・意欲・態度

確認テスト

第５週

β①
挨拶
お辞儀の仕方、立ち姿勢、歩き姿
勢、座り姿勢、自己紹介

お辞儀、立ち居振る舞い、正しい椅子の座り方、美
しい歩き方の練習、廊下ですれ違ったときに笑顔で
挨拶の練習等

「マイ・ライフ・デザイン」

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第４週

α⑤
　手紙（２）
　手紙を書く

手紙・ハガキを書く。 ボールペン・サインペン

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

１２
月

第１週

β➁
　電話の応対
電話のかけ方・受け方、敬語を使っ
て丁寧に話す練習

自分の進路について考え、面接練習をする。 ワークシート

2

第３週

β④
振り返りテスト

確認テスト
言葉によるコミュニケーション

テスト

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第２週

β③
訪問とおもてなし（洋室）（１）
訪問の基本・様々な席次・名刺の
取り扱い

室内へ入室するときを想定して練習
名刺交換の練習

応接室（ソファを使って上
座、下座の確認）、茶器、名
刺 2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第５週

授業なし 0 0

0

0

0

2

関心・意欲・態度

確認テスト

第４週

授業なし 0 0

0

0

0



指導項目・内容 具体的な指導内容・目標 使用教材・教具 予定時数
上・評価の観点
下・評価の方法

63 63

１月

第１週

0 0 0

0

第３週

β⑤
　訪問とおもてなし（洋室）（２）西洋
料理のいただき方

テーブルマナーについて学ぶ。バナナを使って正し
いナイフ・フォークの使い方を学習する。

洋食器各種、ナイフ、フォー
ク
バナナ

0

0

第２週

授業なし 0 0

0

0

0

第５週

γ➁
訪問とおもてなし（和室）（２）
お茶の淹れ方、いただき方

日本茶の種類、産地、保存方法、煎茶のおいしい
淹れ方、
煎茶とお菓子でのもてなし方、いただき方

煎茶、急須、湯のみ、茶た
く、黒文字、懐紙

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第４週

γ①
　訪問とおもてなし（和室）（１）
和食のいただき方

座布団の座り方、座布団での挨拶の仕方、畳の歩
き方、ふすまの開け方、玄関の上がり方、挨拶の
仕方、和室に通された時の挨拶の仕方、お土産の
受け取り方

座布団

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

２月

第１週

γ③
訪問とおもてなし（和室）（３）
和食のいただき方

和食の種類、いただき方、
箸使い、箸のつまみ方

DVD、箸、大豆、お椀

2

第３週

授業なし 0 0

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

第２週

γ④
　振り返りテスト

確認テスト
言葉によるコミュニケーション

テスト

2

関心・意欲・態度

確認テスト

第５週

授業なし 0 0

0

0

0

0

0

0

第４週

γ⑤
　冠婚葬祭のマナー（和室）④
結婚式のマナー

結婚式・披露宴での基本マナー、祝儀袋の書き
方、服装のマナー

祝儀袋、香典袋、筆ペン

2

関心・意欲・態度

提出プリントの内容評価

３月

第１週

授業なし 0 0

0

第３週

（行事のため、授業なし） 0 0

0

0

第２週

授業なし 0 0

0

0

0

総授業回数 総授業時数

0

0

0

第４週

（行事、修了式のため、授業なし） 0 0

0

0
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